
Surgical  Technique Guide





製品情報 ......................................................................................... II

手術手技 Overview......................................................................IV

手術手技

	 A.	寛骨臼のリーミング..............................................................1

	 B.	Locking Cage トライアルとフックトライアルの設置...2

	 C.	フランジのベンディングとモジュラーアクセサリーの接続....4

	 D.	Locking Cage の挿入.........................................................5

	 E.	アンカーリング......................................................................6

	 F.	フランジの固定......................................................................8

	 G.	ロッキングナットの設置.......................................................9

	 H.	カップのセメンティング.................................................... 13

オーダリングインフォメーション..................................................15

Table of Contents



United Orthopedic

Locking Cage – 

Locking Cage は、重度の寛骨臼欠損を有する臨床症例に適しており、セメント
を使用する寛骨臼カップを設置するため、寛骨臼の構造を再構築します。Locking 
Cageは、本体と、基本的な固定に必要なキャンセラススクリューで構成されます。
フックと坐骨用フランジは、モジュラー設計となっており、更なる補助的な安定性
が必要な場合に使用できます。自動的にヘッドが外れるロッキングナットは、コン
プレッションスクリュー機構がロッキングスクリュー機構に変換させるための重要
な機能を有しています。Locking Cage の構造は、その機械的強度により、損傷し
た寛骨臼に対し骨癒合に必要な安定した環境を提供します。

● Locking Cage 本体の直径は50mmから 62mmまで。
● キャンセラススクリューの長さは15mmから 75mmまで。
● 5 サイズのフックオプション
● 1サイズの坐骨用フランジ

製品情報

禁忌、警告、注意事項、およびこれらに限定されない重要な製品情報については、添付文書を参照してください。

INDICATIONS

1. 成果が得られなかった寛骨臼置換術の再手術
2. �標準的な股関節全置換術用寛骨臼コンポーネントおよび手順を使用し、満足のいく結果を得ることが困難なクラス III の部
分的および /または空洞性寛骨臼欠損
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Locking Cage

United Locking Cage システムは、M.D. Pang-Hsin、Hsieh、および Ching-Lung Tai 教授と協力して設計、開発されました。 この手術手技書は上記の外科医に
よって監修されています。使用方法をよく確認した上で、個々の患者に使用する適切なデバイスとテクニックを決定する責任があります。
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手術手技 Overview

A. 寛骨臼のリーミング

E. アンカーリング F. フランジの固定

B. Locking Cage トライア
ルとフックトライアルの設置
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Locking Cage

G. ロッキングナットの設置 H. カップのセメンティング

C. フランジのベンディングと
モジュラーアクセサリーの接続

D. Locking Cage の挿入
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寛骨臼のリーミングA.
半球状のカップリーマーをカップリーマーハンドルに接続し、寛骨臼をリーマーによって
順次リーミングします。空洞化した欠損には、細片化した移植骨を充填する必要がある場
合があります。大きな欠損にはメッシュを張って移植骨片を入れることができますが、そ
の他の欠損には構造的な骨移植が必要な場合もあります。細片化された移植骨は、最終リ
ーマーを逆回転して圧迫する事ができます。

        Instruments

ｶｯﾌﾟﾘｰﾏｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｶｯﾌﾟﾘｰﾏｰ
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Locking Cage

Locking Cage ﾄﾗｲｱﾙ Locking Cage 用
ｶｯﾌﾟｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ｽﾄﾚｰﾄ

        Instruments

Locking Cageトライアルと
フックトライアルの設置

B.

B1. Locking Cage のトライアル
適切なサイズの Locking Cage トライアルを Locking Cage 用カップインパクタース
トレートに装着します。Locking Cage 用カップインパクタードライバーを使用すると、
Locking Cageトライアルとカップインパクターが強固に固定され、安定性が向上します。
選択したLocking Cageトライアルを寛骨臼領域に挿入し、寛骨臼のサイズを確認します。

Locking Cage 用
ｶｯﾌﾟｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
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        Instruments

ﾌｯｸ ｻｲｼﾞﾝｸﾞﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ ﾌｯｸ ﾄﾗｲｱﾙ S/M/L
/XL/XXL

ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ T20

Locking Cageトライアルと
フックトライアルの設置

B.

B2. フックのトライアル
坐骨の切痕部用のフックが必要な場合は、フックサイジングテンプレートを使用して必要
なフックトライアルサイズを決定し、選択したフックトライアルを Locking Cage トライ
アルに組み立て、フックの実際の位置、全体の構成を確認する事ができます。
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Locking Cage

ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ T20

        Instruments

フランジのベンディングと
モジュラーアクセサリーの接続

C.

骨盤の解剖学的構造に合わせて、フランジベンダーを使用して Locking Cage の腸骨用フ
ランジを曲げ、理想的な形状にベンディングします。Locking Cage を寛骨臼に挿入する
前に、必要に応じて坐骨用フランジと選択したサイズのフックを、スクリュードライバー 
T20を使用し、Locking Cage に組み立てます。また、必要に応じて、坐骨用フランジ
とフックをベンディングします。

 �Caution:  
	 �腸骨用・坐骨用フランジやフックを逆に曲げたり、繰り返し曲げたりしないで
ください。金属の強度低下や破損の原因となります。

ﾌﾗﾝｼﾞﾍﾞﾝﾀﾞｰ Locking Cage 用
ｶｯﾌﾟｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ｽﾄﾚｰﾄ

主要な調整 細かな調整
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        Instruments

組み立てが完了した Locking Cage を Locking Cage 用カップインパクターストレート
に装着し、Locking Cage 用カップインパクタードライバーを使用してより強固に固定
します。前方開角と外方開角に注意しながら、Locking Cage を適切な位置に挿入しま
す。 Locking Cage 用カップインパクタードライバーを使用して Locking Cage から
Locking Cage 用カップインパクターストレートを取り外します。

Locking Cage 用
ｶｯﾌﾟｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ｽﾄﾚｰﾄ

Locking Cage 用
ｶｯﾌﾟｲﾝﾊﾟｸﾀｰ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

 Locking Cage の挿入D.  
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Locking Cage

ﾃﾞﾌﾟｽｹﾞｰｼﾞ

        Instruments

E.
フレキシブルドリルと60°と 20°の角度が付いた（ドリルガイド）を使用して、寛骨臼
領域に理想的な方向にドリル孔を開けます。デプスゲージを使用して、適切なスクリュー
の長さを決定します。

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾄﾞﾘﾙ ﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ

アンカーリング
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アンカーリングE.  
UM Ⅱラチェットハンドルに接続したユニバーサルスクリュードライバーを使用してスク
リューを挿入します。スクリュー刺入方向を維持するため、必要に応じてスクリューフォ
ーセプスを使用してスクリューを把持することもできます。スクリューの挿入方向は、事
前に開けられたドリル孔に従ってください。スクリューヘッドが Locking Cage のスクリ
ューホールにかみ合うまでスクリューを固定します。スクリューを締めすぎないよう注意
してください。Locking Cage を安定させるのに充分な数のスクリューを挿入します。

        Instruments

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ 
ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ｽｸﾘｭｰﾌｫｰｾﾌﾟｽUM Ⅱ ﾗﾁｪｯﾄﾊﾝﾄﾞﾙ
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Locking Cage

フランジの固定F.  
フランジ固定用のスクリューホールに、フランジドリルガイドとドリル 4mmを使用して
ドリル孔を開けます。デプスゲージを使用してスクリュー長を測定し、ラチェットハンド
ルにストレートスクリュードライバーまたは、ユニバーサルスクリュードライバーを接続
し、スクリューを挿入します。Locking Cage の安定性を高めるために充分な数のスクリ
ューを挿入します。

必要に応じて追加のスクリュー固定用にオプションの坐骨用フランジが使用可能です。ユ
ニバーサルスクリュードライバー T20を使用して Locking Cage に固定します。

        Instruments

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ 
ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ﾌﾗﾝｼﾞﾄﾞﾘﾙｶﾞｲﾄﾞ ﾄﾞﾘﾙ 4mm UM Ⅱ ﾗﾁｪｯﾄﾊﾝﾄﾞ
ﾙ

ｽｸﾘｭｰﾌｫｰｾﾌﾟｽｽﾄﾚｰﾄ 
ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ ｽｸﾘｭｰ
ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ
 T20 8
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        Instruments

ロッキングナットの設置G.
キャンセラススクリューは、ポリアクシャルスクリューとして機能し、スクリューの挿入
角度を42°まで許容できるように設計されています。さらに、ロッキングナットでキャン
セラススクリューのヘッドをロックすることにより、コンプレッションスクリューからロ
ッキングスクリューに変換することができます。ロッキングナットの効果により Locking 
Cage は構造的な安定性が得られ寛骨臼との固定性を高めることが期待されます。

回し入れる事で自動的にヘッドが切り離されるBreak-off ロッキングナットは、過度の締
め付けによる "cold-welding"（過度な締結力によりインプラント間が完全に接着する現
象）を回避し、適切な固定とするために3N・m でヘッドが外れるように設計されていま
す。スクリューが入っている Locking Cage のスクリューホールにロッキングナットを挿
入し、UM Ⅱラチェットハンドルに接続したストレートスクリュードライバーを時計回り
に回す事により、ロッキングナットのヘッド部分を外します。
残されたホールプラグによりスクリューとLocking Cageとが固定された状態になります。

UM Ⅱ ﾗﾁｪｯﾄﾊﾝﾄﾞﾙｽﾄﾚｰﾄ ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

ロッキングナット

ロッキングナットを時計回りに回すと、ヘッド
が切り離され、ホールプラグは Locking Cage
のスクリューホール内にしっかり設置されます。
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Locking Cage

        Instruments

ロッキングナットの設置G.
Locking Cage の上部のスクリューホールにロッキングナットを挿入する際に、ロッキン
グナットを挿入しやすいようにナットガイドが準備されています。

ナットガイドをLocking Cageの内側に設置します。ナットガイドのLまたはRマーク（手
術中の患側）を腸骨用フランジの中心に合わせて、穴の位置を合わせます。ナットガイド
のホールを通してナットガイドペグをストレートスクリュードライバーを使用して時計回
りに回し入れる事で、ナットガイドを Locking Cage に固定します。ナットガイドを安定
させるには、Locking Cage の下部領域に 2 つのペグを挿入することを推奨します。

ﾅｯﾄｶﾞｲﾄﾞ ﾅｯﾄｶﾞｲﾄﾞ ﾍﾟｸﾞ UM Ⅱ ﾗﾁｪｯﾄﾊﾝﾄﾞﾙｽﾄﾚｰﾄ ｽｸﾘｭｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

L またはRマーク（手術中の患側）は
フランジの中心に合わせます。

10



United Orthopedic

        Instruments

ラチェットハンドルにナットホルダーを接続します。ハンドルを持ち、ホルダー先端のバ
レルを先端から見て時計回りに回し、デフォルトの位置まで回します。ロッキングナット
をナットホルダーのバレルに入れ、バレル内側の六角ドライバー先と接続します。 ナッ
トホルダーのバレルをナットガイドのホールに挿入し、ロッキングナットでスクリューを
Locking Cage に固定します。

ナットホルダーが前進しなくなり、止まるまでロッキングナットを挿入し、トルクを加え
続けてロッキングナットのヘッド部を外します。キャップを Locking Cage のスクリュー
ホールに留置し、完全に固定された状態にします。ナットホルダーを取り出し、バレル部
分をナットホルダーを先端から見て反時計回りに回すと、ロッキングナットのヘッド部を
取り外すことができます。挿入された全てのスクリューに対し、ロッキングナットを挿入
して、ロッキングスクリューに変換します。

ﾅｯﾄｶﾞｲﾄﾞ ﾅｯﾄﾎﾙﾀﾞｰﾅｯﾄｶﾞｲﾄﾞ ﾍﾟｸﾞ UM Ⅱ ﾗﾁｪｯﾄﾊﾝﾄﾞﾙ

 Note:
	 ロッキングナットをバレルに挿入する前に、ロッキングナットのスレッドが突出しない
　 ようナットホルダーのバレルをデフォルトの位置に戻してください。

ロッキングナットの設置G.
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Locking Cage

        Instruments

必要に応じて、ユニバーサルドライバー T20を使用してホールプラグを取り外すことができ
ます。

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ T20 UM Ⅱ ﾗﾁｪｯﾄﾊﾝﾄﾞﾙ

バレルをデフォルトの位置
に戻します。

ロッキングナットを
バレルの中に挿入し
ます。

バレルを反時計回りに回し、
バレル内側に残っているロッ
キングナットのヘッドを取り
除きます。

ロッキングナットの設置G.
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セメントカップトライアルでカップの設置位置を確認します。Locking Cage の厚さは片
側 4 mm となり、下記の表の通り互換性があります。より小さいカップサイズを選択する
と、追加の厚さのセメントマントルを得ることができます。

セメントを Locking Cage の上に注入し、セメントカップを設置後、余分なセメントを取
り除きます。セメントカップに圧を加え、セメントが完全に固まるまでカップをそのまま
の位置で保持します。

カップのセメンティングH.

Locking Cage と Full E-XPE Cup
または UDM Cemented の互換性ガイド（推奨最大サイズ）

推奨される Full E-XPE Cup ｻｲｽﾞ
(2.5mm ｾﾒﾝﾄﾏﾝﾄﾙ )

◎推奨ｶｯﾌﾟｻｲｽﾞよりも小さいｶｯﾌﾟｻｲｽﾞで
もｾﾒﾝﾄﾏﾝﾄﾙの厚みを確保できます。

50 mm 54 mm 58 mm 62 mm

42 mm

44 mm

46 mm

48 mm

50 mm

52 mm

54 mm

Cage ｻｲズ
Cup ｻｲズ

※

※ Locking Cage φ 50mmはセメントカップφ42mm対応ですが、Full E-XPE cup の
φ 42mmはラインナップにございません。

推奨されるUDM Cemented ｻｲｽﾞ
(2mm ｾﾒﾝﾄﾏﾝﾄﾙ )
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オーダリングインフォメーション
	 カタログ番号	 サイズ

1308  - 1150

1308  - 1154

1308  - 1158

1308  - 1162

1908  - 5001

1908  - 5401

1308  - 1250

1308  - 1254

1308  - 1258

1308  - 1262

5208  - 1015

5208  - 1020

5208  - 1025

5208  - 1030

5208  - 1035

5208  - 1040

5208  - 1045

5208  - 1050

5208  - 1055

5208  - 1060

5208  - 1065

5208  - 1070

5208  - 1075

50 mm

54 mm

58 mm

62 mm

Ø 6.5 × 15 mm

Ø 6.5 × 20 mm

Ø 6.5 × 25 mm

Ø 6.5 × 30 mm

Ø 6.5 × 35 mm

Ø 6.5 × 40 mm

Ø 6.5 × 45 mm

Ø 6.5 × 50 mm

Ø 6.5 × 55 mm

Ø 6.5 × 60 mm

Ø 6.5 × 65 mm

Ø 6.5 × 70 mm

Ø 6.5 × 75 mm

Locking Cage

ﾛｯｷﾝｸﾞﾅｯﾄ

ﾌｯｸ

坐骨用ﾌﾗﾝｼﾞ

ｷｬﾝｾﾗｽ ﾛｯｷﾝｸﾞｽｸﾘｭｰ

左 右 外径

※ 1908  - 5201

1908  - 5202

1908  - 5203

1908  - 5204

1908  - 5205

ｻｲｽﾞ S
ｻｲｽﾞ M
ｻｲｽﾞ L
ｻｲｽﾞ XL
ｻｲｽﾞ XXL

※オプションサイズとなります
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